
【河川】 「内水排除訓練」を実施しました！
～出水に備えてポンプの設置やホースの接続方法等を確認～

平成30年5月24日
山形河川国道事務所

○洪水時に河川が増水すると、水門や樋門・樋管のゲートを閉じて洪水に備えますが、堤内（宅地・田畑等）側では､水路等から
の排水が出来ないため水に浸る場合があります。
この時に排水ポンプ車が出動して、浸水を軽減させることが出来ます。
山形河川国道事務所では、寒河江出張所及び南陽出張所管内に排水ポンプ車 をそれぞれ２台の計４台を配備しています。
また、夜間の排水対策として照明車をそれぞれ１台の計２台を配備し、河川の増水に備えています。

○実施日・箇所
寒河江出張所管内

平成３０年４月 ３日（火） 河北町谷地地内【槇川水門】 排水ポンプ車 (３０㎥高揚程) 排水ポンプ車(６０㎥) 照明車(屈折式)
南陽出張所管内

平成３０年５月１７日（木） 川西町東大塚地内 【鬼神川排水樋門】 排水ポンプ車(６０㎥)
平成３０年５月２４日（木） 高畠町糠野目地内 【糠野目排水樋管】 排水ポンプ車(３０㎥)

○寒河江出張所管内

【排水ポンプ車】 【照明車】

○南陽出張所管内

【ポンプの設置】 【排水作業中】

１．経緯／概要

２．訓練の状況


